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 彦根カトリック教会創立 50 周年を祝した記念誌『キリストの道 五十年』によれば，






聞滋賀版昭和 12 年 6 月 25 日付の紙面に，昭和 12 年 6 月 24 日午後 0 時半に上御旗町 36
のカトリック教会から出火し，午後 1 時半に鎮火した旨，記事が出ているということであ
る。 
これらの情報を総合するに，彦根カトリック教会は上御旗町にあった借家での 1935 年 9





















敗戦後，ウィッテ神父の復帰は 1947 年 9 月であり，同じ年，教会は上述の木俣家老邸
で再開した。 
翌 1948 年 3 月 13 日に現在の敷地を，税金だけ日本円で，他はドル建てで購入し，1950
年に仮聖堂建設着工，翌 1951 年 3 月に竣工している。この仮聖堂は 2017 年現在も残っ
ており，伝道館と名付けられ，会議や勉強会，外国人コミュニティのパーティー，交流会
等に利用されている。この間にウィッテ神父が伏見教会に転任となり，2 人の司祭を挟ん
で，彦根カトリック教会の洗礼者数最盛期の主任司祭，スミス神父7が 1951 年 8 月に主任
司祭として着任する。 
『キリストの道 五十年』には 1947 年から 1985 年までの受洗者数推移が記載されてお
り，1949 年の受洗者が 10 人だったのに対し，1950 年の受洗者が 31 人を記録したのを皮
切りに，51 年には 58 人，52 年には 103 人，53 年には 124 人，54 年には 87 人，55 年に






が目覚ましい発展をとげた昭和 20 年代後半」10という表現が散見される。 
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1 William V. Whitlow(1904-1957)。メリノール会の Web アーカイブによれば，1933 年か
ら 1936 年まで日本を任地とし，1936 年に香港に派遣，日本人，フィリピン人，香港人グ
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ループの代表を務めた。その後，日本で Society Superior に選ばれた。Cf. Father William 
V. Whitlow, MM in: Biographies in: Maryknoll Mission Archive 
(http://maryknollmissionarchives.org/?deceased-fathers-bro=father-william-v-whitlow-
mm)，2017 年 12 月 8 日閲覧。 
2 Clarence J. Witte(1910-2001)。メリノール会の Web アーカイヴによれば，1935 年に大
津で宣教を開始し，2 年後彦根の牧者に任命される。ウィッテ神父の彦根到着は，上御旗
町の聖堂が焼失した翌日だった。彦根で最初にカトリックの婚姻の秘蹟を行った司祭であ
る。‘Q.E.D. What It’s All About’という自伝を執筆している。 
3 この国外退去で，メリノール宣教会の宣教師は Patrick J. Byrne を除き，全員日本を離
れた。 
4 おそらく誤字。正しくは「特高の訪問」であろう。 
5 『キリストの道 五十年』p.8。 
6 『キリストの道 五十年』p.8。 
7 Alfred E. Smith(1919-1996)。メリノール宣教会 Web ページによれば彦根におけるメリ
ノール会士不足のため，1951 年 5 月に彦根小教区に割り当てられた(assigned)とあり，『キ
リストの道 五十年』にある 1951 年 8 月の着任とタイムラグがある。おそらく会の中で
割り当てが決まったのが 5 月であり，主任司祭として着任したのが 8 月だったのであろう。 
8 『キリストの道 五十年』p.8。 
9 『キリストの道 五十年』p.15。 
10 『キリストの道 五十年』p.15。 
11 ララ(LARA)とは Licensed Agency for Relief in Asia の略称であり，1946 年米国の宗
教・労働関係 13 団体が組織した。第 2 次世界大戦で困窮に陥ったアジア(特に日本，朝鮮)
の民衆に対し，食料・衣料・薬品など生活必需物資を供与することを目的とした。その物
資がララ物資と呼ばれた。昭和 22年 7月 31 日に衆議院で，感謝決議の対象となっている。 
